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は
じ
め
に 

四
国
遍
路
は
、
全
長
千
四
百
㎞
に
わ
た
る
弘
法
大
師
ゆ
か
り
と
さ
れ
る
霊
場
寺
院
（
札
所
）
八
十

八
箇
所
を
巡
拝
す
る
習
俗
で
、
今
日
も
根
強
く
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
で
は
、
い
つ
頃
か
ら
始
ま
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
始
ま
り
に
つ
い
て
は
史
料
が
ほ
と
ん
ど
無
く
確
か
な
こ
と
は
わ
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。
熊
野
信
仰
・
一
宮
信
仰
・
山
岳
信
仰
・
海
の
信
仰
等
、
多
様
な
要
素
を
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
ほ
ど
四
国
遍
路
の
成
立
の
背
景
は
複
雑
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
四
国
遍
路
の
原
形
と
も

い
え
る
四
国
の
山
野
を
巡
り
歩
く
信
仰
の
行
を
証
拠
立
て
る
も
の
と
し
て
、
平
安
時
代
末
に
書
か
れ

た
『
今
昔
物
語
』
『
梁
塵
秘
抄
（
り
ょ
う
じ
ん
ひ
し
ょ
う
）
』
の
内
容
中
に
そ
の
始
ま
り
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

 

１ 

大
宮

お
お
み
や

八
幡

は
ち
ま
ん

神
社

じ
ん
じ
ゃ 

西
暦
八
五
九
年
（
貞
観
元
年
）
豊
前
の
宇
佐
神
宮
よ
り
御
船
に
て
京
都
石
清
水
八
幡
宮
に
御
遷
宮

の
お
り
、
屋
島
沖
の
海
上
で
激
し
い
風
波
に
遭
遇
し
檀
ノ
浦
の
入
り
江
に
避
難
さ
れ
御
輿
を
陸
地
に

遷
御
し
て
奉
り
、
三
日
間
御
鎮
座
さ
れ
る
間
に
、
風
波
も
穏
や
か
に
な
り
御
船
を
出
御
の
際
、
御
鎮

座
の
跡
に
神
幣
三
振
り
を
残
さ
れ
た
の
を
里
人
等
が
氏
神
と
し
て
奉
祀
す
る
こ
と
に
な
り
そ
の
場
所
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に
一
間
半
四
面
の
板
葺
き
の
社
を
建
立
し
て
三
振
り
の
神

幣
を
奉
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
人
家
も
少
な
く
、
氏
子
も

乏
し
く
、
奉
祀
す
る
の
が
困
難
と
な
り
現
在
の
場
所
に
新

宮
を
築
き
遷
し
奉
ら
れ
鎮
座
さ
れ
た
の
が
西
暦
一
一
六
〇

年
頃
と
伝
え
ら
れ
、
こ
の
地
名
を
新
馬
場
と
称
さ
れ
、
又
、

旧
跡
地
は
現
在
「
宮
の
窪
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。（
大

宮
八
幡
神
社
御
由
緒
よ
り
） 

 

２ 

大
宮

お
お
み
や

神
社

じ
ん
じ
ゃ

経

塚

き
ょ
う
づ
か 

大
宮
神
社
経
塚
は
神
社
の
境
内
か
ら
出
土
し
、
神
社
に

保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。
経
塚
か
ら
は
銅
製
経
筒
、

経
巻
、
青
白
磁
合
子
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
銅
製
経
筒
は
火
炎
宝
珠
鈕
を
も
ち
、
八
花
形
の

傘
蓋
を
か
ぶ
せ
、
傘
の
で
っ
ぱ
り
部
の
中
央
に
猪
の
目
が
透
か
し
で
入
れ
ら
れ
る
な
ど
、
滝
の
宮
経

塚
（
徳
島
県
美
馬
市
）
出
土
の
経
筒
に
共
通
性
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
県
下
に
お
い
て
経
巻
が

出
土
し
た
例
と
し
て
新
宮
安
楽
寺
跡
経
塚
（
坂
出
市
府
中
町
）
か
ら
四
巻
分
、
富
田
経
塚
か
ら
三
巻

大宮八幡宮 
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分
見
つ
か
っ
て
い
る
だ
け
で
非
常
に
貴
重
な
も
の
で
す
。
形
態
等
か
ら
平
安
時
代
末
か
ら
鎌
倉
時
代

初
め
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

経
塚
は
、
釈
迦
の
入
滅
後
、
正
法
・
象
法
・
末
法
と
世
が
移
り
、
つ
い
に
は
仏
教
が
衰
滅
し
て
し

ま
う
と
い
う
末
法
思
想
が
広
ま
っ
た
十
一
世
紀
の
後
半
（
平
安
時
代
後
期
）
か
ら
経
典
を
経
筒
に
入

れ
、
埋
納
す
る
風
習
が
盛
ん
に
な
り
は
じ
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
末

法

の

世

を

経

て

五

十

六

億

七

千

万

年

後

に

弥

勒

如

来

が

再

び

こ

の

世

の

救

世

主

と

し

て

現

れ

る

時

ま

で

の

経

典

の

保

存

を

本

来

の

目

的

と

し

て

い
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
寺
院
や
神

経塚模式図 

大宮神社経塚 経筒・外容器 
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社
の
境
内
地
な
ど
で
発
見
さ
れ
る
場
合
が
多
い
の
で
す
。 

３ 

加
持
水

か

じ

す

い 
弘
法
大
師
が
、
仏
天
を
供
養
し
誦
呪
加
寺
（
呪
文
を

読
み
仏
の
加
護
保
持
を
祈
と
う
す
る
こ
と
）
を
し
た
と

い
わ
れ
る
水
で
す
。 

干
ば
つ
で
各
地
の
池
や
井
戸
水
が
枯
れ
て
も
、
こ
の

湧
水
は
絶
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
路
傍
の

石
碑
に
字
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
弘
法
大
師
の
筆
跡

だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
（
加
持
水
説
明
版
よ
り
） 

４ 

不
喰
梨

く

わ

ず

の

な

し 

空
海
（
弘
法
大
師
）
が
屋
島
に
登
っ
た
と
き
、
梨
が

お
い
し
そ
う
に
熟
し
て
い
た
の
で
一
つ
所
望
を
な
さ
い

ま
し
た
。
で
も
、
持
ち
主
は
「
う
ま
そ
う
に
み
え
て
も
こ
れ
は
食
べ
ら
れ
な
い
不
喰
梨
で
す
」
と
、  

加持水 
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嘘
を
言
っ
て
こ
と
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
こ
の
梨
は
ほ
ん

と
う
に
石
の
よ
う
に
固
く
た
べ
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
（
不
喰
梨
説
明
版
よ
り
） 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

５ 
畳

た
た
み

石 い
し 

 

讃
岐
岩
質
安
山
岩
の
板
状
節
理
の
露
頭
で
、
屋
島
寺
へ
至

る
遍
路
道
沿
い
に
見
ら
れ
ま
す
。
板
状
の
岩
が
層
に
な
っ
て

お
り
、
畳
を
重
ね
た
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

西
行
法
師
の
作
と
伝
わ
る
歌
碑
「
宿
り
し
て
こ
こ
に
仮
寝

の
畳
石 

月
は
こ
よ
ひ
の
主
な
り
け
り
」
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

 

  

 
不喰梨 
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６ 

屋
島
村
道
路
元
標

や

し

ま

む

ら

ど

う

ろ

げ

ん

ぴ

ょ

う 

屋
島
寺
へ
の
遍
路
道
を
登
り
切
っ
た
左
側
に
あ
り
ま
す
。

道
路
法
（
大
正
８
年
）
制
定
後
の
道
路
法
施
行
令
（
同
年

１
１
月
）
に
道
路
元
標
の
設
置
、
各
市
町
村
に
１
個
置
く

こ
と
を
規
定
し
、
そ
れ
に
基
づ
く
内
務
省
令
に
よ
り
、
石

材
そ
の
ほ
か
耐
久
材
の
材
料
等
を
定
め
て
い
ま
す
。 

 

７ 

屋
島
寺

や

し

ま

じ 

 

四
国
霊
場
八
十
四
番
札
所
。
山
号
は
南
面
山
。
真
言
宗

御
室
派
。
本
尊
は
千
手
千
眼
観
自
在
菩
薩
。
寺
伝
で
は
天
平
勝
宝
六
（
七
五
四
）
年
、
唐
の
僧
鑑
真

が
屋
島
の
沖
で
山
の
形
を
心
眼
に
映
し
、
霊
場
で
あ
る
と
悟
り
、
平
城
京
に
到
達
し
た
後
、
法
弟
空

鉢
慧
雲
律
師
を
屋
島
に
送
り
、
北
嶺
に
堂
宇
を
建
て
た
の
が
、
屋
島
寺
の
始
ま
り
で
あ
る
と
言
わ
れ
、

そ
の
後
、
空
海
が
北
嶺
か
ら
南
嶺
の
現
在
の
地
に
移
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
堂
は
元
和
四
年
（
一

六
一
八
）
に
住
持
竜
厳
上
人
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
た
桃
山
様
式
の
建
築
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
し

 
屋島村道路元標  
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た
が
、
昭
和
三
十
二
年
の
解
体
修
理
に
よ
り
、
各
所
に
鎌
倉
時
代
の
特
徴
あ
る
古
材
、
様
式
手
法
が

発
見
さ
れ
、
元
和
四
年
の
工
事
は
大
修
理
で
あ
り
、
鎌
倉
時
代
末
頃
の
建
立
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

ま
し
た
。
本
尊
で
あ
る
千
手
観
音
菩
薩
。
梵
鐘
。
本
堂
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

屋
島
寺
境
内
に
は
、
白
色
の
酸
性
凝
灰
岩
が
み
ら

れ
ま
す
。
こ
の
凝
灰
岩
の
表
面
を
雪
に
見
立
て
て
造

形
し
て
作
庭
し
、
雪
の
庭
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
屋
島

寺
宝
物
館
（
有
料
）
か
ら
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

 

屋
島
寺
の
北
嶺
か
ら
南
嶺
へ
の
移
転
に
つ
い
て
は
、

近
年
の
北
嶺
に
お
け
る
発
掘
調
査
に
お
い
て
、
寺
跡

と
考
え
ら
れ
る
遺
構
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
寺

伝
を
裏
付
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 

 
屋島寺 
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大宮八幡宮 

屋島寺 

加持水 

不喰梨 

畳石 

琴電屋島駅 

屋島東町 

屋島中町 

屋島小学校 

旧遍路道 

屋島小学校 

屋島中町 

琴電屋島駅 

大宮八幡宮 

加持水 

不喰梨 

畳石 

屋島寺 

旧遍路道 

屋島東町 
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１２月１６日（日） 屋島からの復路 

◆屋島山上シャトルバス 

  （屋島山上）    （琴電屋島駅）   （JR 屋島駅） 

12：05 発  →  12：13 着  →  12：22 着 

12：45 発  →  12：53 着  →  13：02 着 

13：05 発  →  13：13 着  →  13：22 着 

 ◆ことでん電車【志度線・上り】 

  （琴電屋島駅）    （瓦町駅） 

   12：21 発  →  12：35 着 

   12：41 発  →  12：55 着 

13：01 発  →  13：15 着 

 ◆ＪＲ屋島駅【高徳線・上り】 

  （JR 屋島駅）     （高松駅） 

12：27 発  →  12：42 着 

13：05 発  →  13：25 着 

13：39 発  →  13：55 着 
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次回のふるさと探訪は・・・・ 

 テ  －  マ 一宮の文化財を巡る  

 と  き 平成２５年１月２７日（日）  

      ９：３０～１２：００  

 集合場所 田村神社駐車場（神社北側大鳥居側）  

講  師 廣瀬 和孝さん（市文化財保護協会顧問）  

☆広報「たかまつ」１月１５日号に開催案内を掲載します

ので、ご覧ください。  

☆小雨決行。警報発令等により中止の場合のみ、文化財課

（TEL 839－2660「午前７時 30 分～開始時間まで」）でお

知らせします。（電話が通じない場合は、「実施」です。）  

 

★集合場所への交通案内★ ---------------------------------------  

◆ことでん電車【琴平線・下り】 

（瓦町駅）     （一宮駅） 

8：35 発   →    8：53 着 

8：50 発   →    9：07 着 

9：05 発   →    9：23 着 

 ◆ことでんバス【日生ニュータウン行き】 

    （瓦町駅）    （一宮バス停） 

     8：28 発  →    8：47 着 
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１ 交通ルールを守り、交通安全を心がけましょ

う。  

（必ず歩道を歩き、歩道が無いところでは、道路

の端を一列で歩きましょう。）  

 

２ 無理をせず、体調には十分気をつけましょう。 

 

３ 引率者の指示に従い、整然と行動しましょう。 

 

４ マナーを守り、他人に迷惑がかからないよう気

をつけましょう。  

 

５ 文化財や自然を大切にしましょう。  

「ふるさと探訪」に  

参加される皆様へ  

 

※ 参加中は、次のことに充分留意し、  

 安全で意義のある探訪としましょう。  

 


